
ウ
ナ
ギ
は
食
べ
て
い
い
の
（
？
） 

 

長
谷
川 

修 

 

今
年
の
「
土
用
の
丑
の
日
」
は
７
月
３
０
日
で
、
ス
ー
パ
ー
で
は
蒲
焼
き
の
予
約
を
募
っ
て
い
る
。
ニ

ホ
ン
ウ
ナ
ギ
は
国
際
自
然
保
護
連
合
で
パ
ン
ダ
や
ト
キ
と
同
じ
絶
滅
危
惧
Ⅰ
Ｂ
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る

が
、
食
べ
て
い
い
の
か
、
絶
滅
す
る
怖
れ
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。 

  

ウ
ナ
ギ
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
は
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。 

 

太
平
洋
を
回
遊
す
る
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
の
産
卵
は
、
受
精
の
効
率
上
大
洋
の
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
１
０
０
０
㎥

（
１
０
ｍ
立
方
）
程
に
集
ま
り
、
回
数
も
初
夏
の
新
月
の
夜
２
回
と
推
定
さ
れ
る
。
塚
本
勝
巳
氏
の
研
究

に
よ
れ
ば
、
１
９
７
３
年
に
台
湾
沖
で
５
０
㎜
前
後
の
レ
プ
ト
セ
フ
ァ
ル
ス
（
ウ
ナ
ギ
の
仔
魚

し

ぎ

ょ

）
を
採
集

し
た
こ
と
に
始
ま
り
、
そ
の
後
よ
り
小
型
の
仔
魚
を
求
め
推
定
産
卵
場
を
南
東
に
移
し
、
９
１
年
に
は
ル

ソ
ン
島
海
域
で
１
０
㎜
前
後
の
仔
魚
を
採
集
す
る
。
そ
れ
か
ら
１
４
年
間
、
実
証
研
究
は
停
滞
す
る
が
理

論
面
で
は
斬
新
な
仮
説
を
立
て
検
証
し
、
つ
い
に
２
０
０
５
年
に
西
マ
リ
ア
ナ
海か

い

嶺れ
い

で
孵
化
直
後
の
仔
魚

を
採
集
、
０
９
年
に
は
直
径
１

．
６
㎜
の
天
然
卵
を
採
集
し
、
産
卵
地
の
特
定
に
至
る
。 

 

前
半
生
の
卵
か
ら
仔
魚
、
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
（
稚
魚
）
を
経
て
川
を
遡
上
し
親
ウ
ナ
ギ
に
な
る
ま
で
の
生

態
は
ほ
ぼ
解
明
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
後
半
生
の
、
川
を
下
っ
た
親
ウ
ナ
ギ
は
ど
ん
な
ル
ー
ト
で
産
卵
地

に
向
か
う
の
か
、
オ
ス
と
メ
ス
は
ど
ん
な
ふ
う
に
出
会
う
の
か
、
産
卵
場
所
は
ど
う
や
っ
て
決
ま
る
の
か
、

は
全
く
分
か
ら
な
い
。 

  

日
本
人
が
食
べ
る
ウ
ナ
ギ
の
９
９
％
は
養
殖
ウ
ナ
ギ
で
、
天
然
ウ
ナ
ギ
は
僅
か
だ
。
養
殖
ウ
ナ
ギ
は
、

日
本
や
台
湾
、
中
国
、
韓
国
の
河
口
に
到
着
し
た
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
の
シ
ラ
ス
を
捕
え
、
養よ

う

鰻ま
ん

場
じ
ょ
う

で
飼
育
し

食
用
ウ
ナ
ギ
に
な
る
。
た
だ
、
シ
ラ
ス
の
流
通
に
は
不
明
朗
な
と
こ
ろ
が
多
く
、
密
漁
・
密
売
・
密
輸
が

横
行
し
て
お
り
、
採
捕
業
者
か
ら
の
報
告
は
全
体
の
３
０
％
ほ
ど
だ
。 

  

今
後
の
課
題
は
、
長
期
的
に
は
、
人
工
授
精
卵
を
出
発
点
と
す
る
完
全
養
殖
の
量
産
化
技
術
の
確
立
と

河
口
・
河
川
の
環
境
整
備
で
あ
り
、
短
期
的
に
は
、
天
然
ウ
ナ
ギ
の
捕
獲
禁
止
と
シ
ラ
ス
の
ト
レ
ー
サ
ビ

リ
テ
ィ
で
あ
る
。
ウ
ナ
ギ
が
再
生
産
さ
れ
る
範
囲
で
食
べ
る
限
り
問
題
は
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
日
本

が
誇
る
食
文
化
を
伝
え
て
ほ
し
い
。 


